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げ,教 育の場で も大いにその力を振るい,今 や








とや,時 間をかけて体験 して学ぶこと,入 と入
との交流を通 じて絆を育むことなど,子 どもに




















がって,基 礎科学 としての脳研究と社会 との関
わりもいっそ う強まるであろう。人を理解す る
ことを通 じて,脳 科学は経済学や社会学などと
の交流 を広めるし,ま た芸術 とも関わ りを持つ,












　ここで扱 う 「見ること」 とは歌唱教材 をビ
ジュアル化 して,音 楽や芸術に使われがちな抽
象的な言い回しや,個 入の感清的な言い回しを
まとめて 「感性」 と言う言葉でごまか してしま
うことを改め,教 育教材 として静止画を含めた
映像教材の事である。すなわち筆者は,歌 唱教

















と考えがちである。 しかし,「 感性」 とは,決
してそのような狭い見解のものではな く,総 合
的な精神活動であること。人と人 との関わ りや
生 き物 との関わ りの中に見出されるのである。








わかる。 まんが と言 うと 「好 くない ものであ
る」,「言語能力が落ちる」 などの考 え方 も根強
くあるようであるが,ま んがのような,ビ ジュ















　 「聞 く」 と 「聴 く」の違いは 「勉強」 と 「学
ぶ」の違いと類似 している。
　その違いを広辞苑(岩 波書店)第5版 でひい






長 く残すことが出来ない。なぜな ら,脳 の記憶
する箇所 には,そ の仕方に大 きく分けて3種 類
記憶の仕方があり,一 方的聞いていた場合,即
時記憶 と言われる記憶の方法を取 り,記 憶 され
る脳へ内容が入っていかず,わ ずか7秒 しかそ
の記憶は残 らない。 また,現 在の 日本の教育方
法(積 み上げ教育)は2年 間しか残 らない中期
記憶 と言う仕方で記憶される。どうすれば,長
期記憶 に残すことが出来るのだろうか。 これに
















　 まず 目標 とな り得る教師が育っているか考え
なければならない。歌唱においても同 じことが
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ませて自分から発せ られる声に耳を開き,傾 け
るべ きである。 この作業においては他 との比較
ではな く自身の中で発 したい声(音)を 十分に
吟味 した上で,い かに発 したい声に近づき,声
を出すか,と いうこの作業が最も難 しい。 どの
ような機能を経て 「声」がつ くられ,発 せ られ
るかということをしっか りと知って,明 確な声
の目標 を定めていないと,自 分自身の意識を超







気づ く。例えば,「 ふゆげ しき」 という曲には
港町とかもめの絵がカラーでつけられているが,
3番 まである歌詞を見ると.カ ラスや麦畑のの






















化の時代であるか らこそ,人 と人とのつなが り
の中で,個 々の感情や,知 性,意 思や思考など
について関連させた学びが大切である。感性 は
元々個々が持っていて外的に影響されに くいも




　筆者は先ず,「 見ること」 を中心とす る歌唱
教材の使用準備 と して,歌 唱には欠かせ ない
「呼吸法」か ら入ることとした。










　 また,研 究所の卒業生達は,健 康に関する仕
















として,「 動 き」,「圧力ポイン ト」.「手」,「言
葉」が挙げられ,入 が呼吸を行 う際に,「 息を
移動」,「リズム」,「次元」,「方向」,「スペー
ス」に影響を与え,感 じている。そうして,息













考え方である。この 「感覚」 と 「存在の知　」
の出会いによって 「自己の姿勢」,「動 き」,「思
考」,「感情」が再構築される。
　 また個人でのセ ッションでは,通 常の経験



















学校 ・高等学校教職免許(音 楽)必 修の授業に






③ 自分としっか り知 り合 う
の3点 を示 した。





この3つ を柱 とし,常 に10名 程度のグループで
活動が出来るようにした。
後期の選択科 目では,1を さらに発農させて,












F.シ ューベル ト　 鱒　歌曲および五重奏曲
1回 目(90分)
i:ど のような曲か歌 曲の楽譜を配布 し紹介 を
　　 する。
11:音 源もしくは教員の演奏を聴 く
111:言 葉 ・歌詞の発音練習を内容理解 も含めて








i:　 D5と 同曲の音源 もしくは教員の演奏を
　　聴 く
ii:実 際に演奏 をする
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(写真①)
ジュアル化」を試みている。
　例えば,よ く知 られている"浜 辺の歌"を 使
用 して,
i:い つ ものように歌 う
ii:両 手の掌を下へ向け,歌 っている間ゆっ く
　　 りと下へおろしながら歌 う
111:息継 ぎの際はすばや く上へ戻す 【両手の掌
　　は下を向けたまま】





iv:音 源 もしくは教員の演奏を聴 き確認をする
v:自 ら表 した紙媒体を見なが ら歌う
vi:楽 曲のテーマを確認し,1回 目にも聴いた
　　変奏曲を聴き,変 奏でテーマを奏でる楽器
　　の聞 き取 りを行 う












生が履修をしている。 まず,声 を出す と言うこ
とを学び,徐 々に身体の機能へ移 り,呼 吸の機
能を体感 しながら学んでいる。特 に5嗣 目もし





















　 しか し,既 に述べたように,ま ず学生達のこ
れまでの授業や声楽のイメー ジを取 り除 くのに
大変時問がかかった。これは,声 楽基礎 と言う







業中もつまらなさそ うにした り,ア ンサ ンブル
においては,自 分の持てる力を出していなかっ
た りした。これは,長 年培 った 「授業はこうあ







　前掲 しなかったが,授 業内で何か活動を取 り
入れる時には(個 人,グ ループに関係なく)必
ず時問を決め,正 確にそれを実行 した。 これは,
何かを考える時に,延 々と時間を延ばせばよい
アイディアが出るとは限 らず,決 め られた時間
(2分 ない し3分)で 自分の持てるあ らゆる感










原語である ドイツ語,下 段に少 しの意訳 を伴 う
日本語の歌詞が付けられているものを選んだ。
しか し,驚 いたことに,1　 から3番 を絵 に表
そうとい う課題 を出した途端,「 ドイツ語がわ
からないので,絵 に表せない」 と半数以上が声
を挙げた。このことで,履 修者は音楽教育学専















　 また,先 の論文 「ヴォイス トレーニングの授
業からの一考察」において挙 げたように.こ れ
までの進め方では,ヴ ォイス トレーニングの授
































音楽 と言うや り方では 「楽譜の読み方がわから
ない」等の理由で学びの深 まりが期待できない
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可能性が大 きい。今後は,ど のような形で教材
を考え,子 ども達の才能を引き出してい くか,




ではなく,教 育機関が本来の 「学びの場」 とし
て構成 されることを切 に望む。その一端 として
本研究が活用できるといえる。
　また,本 稿では歌唱教材に限って実際の例 を
もとに報告 をしてきたが,他 の科 目で も取 り入
れる意義は多いにあると考えている。
　筆者は脳科学に対 して専門的な知識を要 して
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